
マスコミが隠す民主党の「裏マニフェスト」
～ サルでもわかる危険な法案 ～

マスコミはなぜか民主党の政策の危険性や矛盾点、不祥事などを報道することはありません。
何か都合が悪いのでしょうか？そこでマスコミがひた隠す民主党の政策の一例を紹介します。

民主党議員も内部告発！

マスコミは、なぜこのような事実を報じないのか！？
マスコミの大手スポンサーが、パチンコ業界やサラ金など、そのほとんどが在日韓国・朝鮮人の企業であるため、スポンサーの言いなりで民主党の

支持率が大幅に下がるような事実は報じません。さらに、自民党の安倍・麻生政権など、上記のような法案に反対する議員たちの支持率が上がるよ
うな実績も報じません。また、麻生前総理は、以前から広告税の導入を検討しており、企業は広告費に課税されるならＣＭや新聞の広告を減らしま

す。一方、民主党は電波使用料を値下げすると宣言しており、マスコミと民主党の利害が一致しているのです。

本チラシは、このような民主党の政策やマスコミの常軌を逸した報道姿勢に危機感を抱く有志によって作成されました

右： 2009 年度予算（左のグラフ）

の９３兆円より、 2010 年度の概

算要求（右のグラフ）の９５兆円の

ほうが大きいにも関わらず、グラ
フの大きさを逆にし、「９０兆円台

前半」と表現して誤魔化すテレビ

テレビが（うっかり）自白！！
｢我々も支持率を下げないで辛抱して支えている｣

（ 2009 年 11 月 27 日のテレビ朝日の番組内で「鳩山首相が本会議中に扇子にサインしていた」

というニュースが報じられたとき、コメンテーターの作家・吉永みち子氏が発言）

土屋たかゆき

（元民主党 東京都議会議員）

民主党のマニフェスト に、党の「 重要な政策が意図的に脱落 されている」。理由は簡単。そんな政策を掲
げて選挙をやれば、民主は「第二社会党」だと批判を受けるからだ。（中略）そんな政策を作ること自体、「問

題がある」。私が都議会で男女共同参画を問題にした時、ある議員が「それは党で決まっていることで、 反
対するなら除名になる 」と言って来た。一体、いつから、この政党中央集制政党になり、全体主義政党に

なったのか。私は、このような「政策」に断固反対である。ハッキリ言って、日本を滅ぼす。 （中略）

そもそも、これらを脱落させたのは、到底書いたら、国民の支持を得られないと判断したからだ。
【引用元 ： 本人のブログ（今日の”つっちー”）より [2009/7/31] 】

※土屋氏は雑誌などに投稿し告発していたが、 2009年 12月 5日に民主党からの除名が決定した

■外国人への地方参政権付与 《日本が消えてなくなる！？》
外国人参政権は、平成７年までに憲法違反であるという判決が２回出ているにも関わらず、民主党は同法案をこれまで１５回提出しています（いず
れも自民党によって否決されました）。外国人参政権が成立すれば、日本はどうなるでしょうか？

地方議会では、最低当選得票数は、高々１０００票です。したがって、僅か１０００人の外国人の組織票を背景にした圧力に対して、地方議員は無力

であり、「特定の外国人のみ、住民税を減免する」（ 2007 年に三重県伊賀市、桑名市で発覚）、「日本人より優先的に生活保護を支給する」（現在で

も、国民年金に加入できるにもかかわらず、在日韓国・朝鮮人の生活保護受給率は日本人の５倍）などの措置が取られる恐れがあります。地方議
員は、国会議員の候補者を決めたりする国政選挙運動の大きな支援組織です。したがって、地方議員が外国勢力に支配された時点で、国政の議

員たちも支配されることになります。したがって、北方領土や竹島、対馬などの領土問題や国家主権の問題にも直結します。１９９５年に中国の政治
家である李鵬は、「日本などという国は、２０年後には消えてなくなる」と発言しています。

１００万人いると言われ、毎年５万人増えている（法務省統計）中国人にまで、参政権を与える民主党案にあなたは賛成ですか？

■人権侵害救済法案 《現代の治安維持法！》
ふとした会話、手紙、インターネットへの書き込みでも、「差別を受けた」と告発されれば、捜査令状なしで人権委員会による家宅捜索が可能になる

法案です。民主党はこの法案で日本国民から言論の自由を奪い、言論統制の下、韓国や中国の権利を増長させることを狙っています。

■選択的夫婦別姓 《日本の家庭を破壊する！》
旧ソ連が行った家族破壊を目的とした結婚政策と同じです。少年非行が急増し、少年達は掠奪、破壊、殺戮を行い、教師は殴られ、女性達が襲わ
れるという事件が相次ぎ、婚外子が沢山産まれることになりました。この法案の危険性は歴史が証明しています。

危険！！
テレビ・新聞を
信用しないで
下さい！

◇日本解体法案についてもっと詳しく知りたい方：「国民が知らない反日の実態」←検索

◇誰に投票すれば良いか分からない方：「選挙へ行く前に知りたい、放送されない政治家の思想と実績」←検索

インターネットを
ご利用の方


